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                                                        研究所名  畜産センター       

[事 前 評 価 ] 

課題名   デュロック種系統豚ローズ D-1 の肉質改善試験 

 （平成 31～ 35 年度）   

【課題の概要】    

 デユロック種系統豚ローズ D-1 を活用し，新ブランド豚肉のブランド化を推進していくためには，豚

肉品質に大きな影響を及ぼす種雄豚能力の高位平準化が求められる。そこで，遺伝子解析を用いて「ロ

ーズ D-1」の筋肉内脂肪含有量（IMF）に関連する遺伝領域を特定し，ローズ D-1 の IMF について高位平

準化を図る。 

 ローズ D-1 全種豚とその産子について DNA 解析及び産子の肉質検査を実施し，IMF 値の推定及び IMF

に関連した遺伝領域の探査を行う。IMF 値，IMF 関連遺伝領域の保有に基づいた選抜により，特に低い I

MF となる個体を排除し，交配を行うことで，ローズ D-1 の肉質改善を図る。 

 IMF に優れたローズ D-1 からは，精液および育成豚を県内養豚農家に供給することにより，高品質豚

肉の安定的な生産が可能となり，新ブランド豚肉の推進につながる。 

 

【評価結果】（評価委員数 ４名） 

 ○ 各 項 目 の 評 価 （ 各 評 価 委 員 の 平 均 点 ）  

研 究 の 必 要

性 ・ 重 要 性  

期 待 さ れ る

成 果 ・ 貢 献  

既 往 研 究 等

と の 関 連 性  

創 造 性 ・ 独

創 性  

研 究 目 標 の

妥 当 性  

研 究 方 法 の

妥 当 性  

  合 計 点   

        

5 . 0  4 . 8  4 . 8  4 . 5  4 . 3  4 . 5  2 7 . 9  

 

 ○総合評価 Ａ：採択 

   （Ａ：採択  Ｂ：計画を見直し採択  Ｃ：不採択） 

 

【委員の意見助言と対応策】 

評価項目 意見・助言 対応策 

研究の必

要性・重

要性 

・ 新 ブ ラ ン ド 豚 肉 を生産するための技術開発

のニーズは高い。 ―  

期待され

る成果・

貢献 

・ 筋肉内脂肪含量に優れた高品質な豚肉の生産

に寄与できると思われるが，他 県 の 種 畜 と 差

別 化 で き る か ど う か が 課 題 で あ る 。  

・ 豚 肉 品 質 に 大 き な 影 響 を 及 ぼ す 種

雄 豚 能 力 の 高 位 平 準 化 と 併 せ て ， 肉

豚 生 産 用 配 合 飼 料 を 検 討 し て い き た

い 。  

 

既往研究

等との関

連性 

・ こ れ ま で も 系 統 豚 の 造 成 を 行 っ て お り ，

実 績 に 基 づ い て 計 画 さ れ て い る 。  

 

―  

 

創造性・

独創性      

・ 新 た な 遺 伝 子 を 見 つ け る と い う こ と で あ

れ ば ， 非 常 に 独 創 的 で あ る 。 ゲ ノ ム 育 種 で

量 的 形 質 の 改 良 を 行 う 場 合 ， 多 く の 解 析 数

が 必 要 と な る が ， 県 独 自 で デ ー タ の 蓄 積 が

可 能 か 。  

・ロ ー ズ D - 1に 関 す る デ ー タ の 蓄 積 は

可 能 と 思 わ れ る が ，そ の 解 析 に つ い

て は ，専 門 家 の 協 力 が 不 可 欠 で あ る

。  

 

研究目標

の妥当性 

 

・ 筋肉内脂肪含量を高めるという目標は明確で

あるが，データア ウ ト プ ッ ト の 設 定 が 不 明 。

ゲ ノ ム 評 価 を 加 え る こ と に よ る 育 種 効 率 の

向 上 に 期 待 す る 。  

・ I M Fに 関 す る 遺 伝 領 域 が 特 定 で き れ

ば ， 育 種 効 率 は ， 飛 躍 的 に 向 上 す る

と 推 察 さ れ る 。  

 

研究方法

の妥当性 

 

・ 遺伝子解析等については適切であるが，何

を ど こ ま で 行 う の か が 明 確 で は な い 。  

・ 既 存 の 研 究 成 果 を 基 に 遺 伝 領 域 の

推 定 を 行 う と と も に ， ロ ー ズ D - 1に

特 有 の 遺 伝 領 域 の 推 定 を 行 う 。  

 

総合評価 

 

・ 既 知 の 遺 伝 子 多 型 を 本 件 の 種 畜 で 確 認 す

る の か ， 新 た な 遺 伝 子 多 型 を 見 つ け る の か

で 研 究 難 易 度 は 大 き く 変 わ る 。 目 標 設 定 を

明 確 に し ， 他 機 関 と の 連 携 を 進 め る こ と で

， 新 ブ ラ ン ド 豚 肉 確 立 に 繋 が る 成 果 が 得 ら

れ る こ と を 期 待 す る 。  

 

・ 協 力 機 関 の 意 見 等 を 参 考 に し な が

ら ， 適 切 な 目 標 を 設 定 し ， 新 た な 遺

伝 子 多 型 の 探 査 も 含 め て 調 査 を 実

施 し て い く 。  

 

 


